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自然採光 

自然通風 

自然採光  病棟と診療棟のあいだの空間を、中間期には外に開き冬季には閉じる縁側空間（土縁）を参
照し、半外部的なモール空間として計画した。雁木キャノピーと東西に連続した空間は1階が
貫通通路、2階は外来待合の機能を持ち、中心軸としてオープンエンドな構成としている。中
間期は南西から北東に抜ける卓越風を取り入れ自然通風を促す計画とし、効果的に風を流す為
の取り入れ口と排出口の位置を、風洞実験結果を基に、数値流体シミュレーションを実施し確
認を行い計画に反映をしている。又天井ルーバーにより拡散された上部ハイサイドライトから
の自然光とサーカディアンリズムによる人工照明の組合せによる光環境を計画することで、外
部環境（自然環境）と内部環境（人工環境）の中間の縁側の様な環境を創り出す事を試みてい
る。 

 新潟県中越地方の急性期医療を担う総合病院の移転計画である。敷地は、東に東山丘陵、
西に信濃川、南には田園風景が広がる豊かな自然環境にある。一方、気候条件は厳しく、年
間を通じて日照時間が短く、冬は雪深い一方夏蒸し暑い地域である。高度医療機能を満足す
るに相応しい施設計画を模索しながらも、当地方に古くから見られた、冬季の厳しい風雪か
ら玄関口を守る民家形式（中門造）、雪でも往来可能な歩行通路（雁木），夏暑く冬寒い気
候風土に適応し可変する縁側（土縁）といったいくつかの伝統的建築要素を参照し、現代的
なアレンジを加えて採用し、この場所の風土に呼応したオリジナルな病院建築の創造を試み
ている。 

｜病棟と診療棟の間に創出された土縁モール空間 

土縁モール 短手断面図 土縁モール 長手断面図 
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▲ 玄関 

冬季の厳しい風雪から玄関口
を守る民家形式 

冬  ⇔  夏 

土縁 

風洞実験の実施 冬の卓越風（北西） 

計画地での風計測 

 中門造を参照した風雪の影響を受け難い建物配置・エントランス位置及び防風壁を有する雁
木キャノピー、落雪植栽帯等の計画により、パッシブに冬季の風雪に対峙する建築の有り様を
目指している。計画の初期段階から、現地計測を行い、正確な風向きと風速値を把握、その
データに基づき風洞実験を実施し、配置計画の妥当性、エントランスに最も風が吹き込み難い
外圧が負圧になる箇所の抽出、防風壁の効果等を風工学的に検証を行い、建築計画に反映して
いる。 
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○04象徴性

05完成度 ☆

○ 2

低層分棟構成とし、病棟には新潟の豊かな水を表現したサンドブラスト仕上のＰＣ板、診療棟には豊饒な大地をイメージし

た異なった光沢（艶）を持つ金属パネルを採用し、この地域ならではの建物イメージを創出している。

病棟機能と改修頻度の多い診療機能を南北２棟に分け、周囲の景観に馴染む圧迫感の少ない低層型の建築計画として

いる。
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□特に重

視したデ

ザインの

視点

自然採光や自然換気システムといったパッシブな環境技術に加え、開口部の面積を抑えた外装計画による熱環境の制御によ

り、運用時の環境負荷を削減している。

☆

☆

☆

☆

冬季の厳しい風雪から建物出入口等を守りたいという建築主要望に対し、現地の風計測に基づいた風洞実験を実施し、建

物配置と出入口の位置、防風機能を有するキャノピーの効果等を早期に検証し、要望機能を満足させている。

雁木キャノピー及び連続する1階土縁モールの軒天井材には自然素材である木毛セメント板を採用、キャノピーの一部に組

込まれたバス待合には新潟県産の杉材を用いる事で地産地消に努めている。

当地方に古くから見られた、伝統的建築要素（中門造・雁木・土縁）を、現代的なアレンジを加えて採用し、この場所の風

土に呼応したオリジナルな病院建築を創造している。

自然採光や自然換気システムといったパッシブな環境技術に加え、開口部の面積を抑えた外装計画による熱環境の制御によ

り、運用時の環境負荷を削減している。

□自己評価欄

15先進性
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○ 211環境負荷

12資源消費

13地域環境性

14ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ性
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2棟に分けた低層構成とし、エレベーターや階段などを使う頻度の少ない水平歩行可能なユニバーサルホスピタルを創出して

いる。

長さ約200ｍの雁木キャノピー、土縁モールと連続する長大な都市軸を計画地内に創出、将来の施設の更新と延伸を容易

とする新しい病院建築の姿を示した。

病棟・診療棟と機能で棟を分け、各々に最適な構造柱スパン割を採用、柱断面を棟ごとに統一しながら無理のないシンプル

な架構形式とし、ＰＣ化による省人化工法と併せイニシャルコストを低減している。

自然通風・自然採光等の自然エネルギー利用を積極的に行い、ランニングコストを低減している。又多雪地域でありながら、

積雪に配慮した建物形状やディテールを採用し、人工エネルギーによる融雪設備を極力用いない計画としている。

☆

☆
当地方に古くから見られた、伝統的建築要素（中門造・雁木・土縁）を、現代的なアレンジを加えて採用し、この場所の風

土に呼応したオリジナルな病院建築を創造している。

２つの棟の間には分棟構成をつなぐ土縁モールを計画し、この建築を使う全ての人々に分かり易く明快な動線と中心軸を創

出している。

2層吹抜けの土縁モール天井内には照明以外の空調設備等は一切設けず、照明にはＬＥＤを使用することによって更新頻

度を減らしている。

病棟中央に3層吹抜階段を持つ職員専用の共用スペース（スタッフベース）を設け、チームメンバー同士や異なる職種間同

士がコミュニケーションを図り易い病棟ワークプレイスを創出している。

2棟に分けた低層構成とし、地震や火災などの災害時に水平避難が容易な計画としている。又地震時にも高度医療行為を

継続可能とする免震構造を採用している。

土縁モールの吹抜天井内には朝から夕刻までの時間の変化又は四季の変化に応じて、ゆっくりと変化するサーカディアンリズ

ム照明計画を導入、ハイサイドライトからの自然光とミックスさせた新しい光環境を創出している。

高度医療を担う病院機能と、長岡中越地方ならではのローカリティを両立させ、高い完成度を有した病院建築を創出してい

る。

□評価項目に対する設計者のデザイン意図

☆

（従前のデザインに比較し、優れている部分、卓越している部分に関して具体的に記述し

てください。）

☆

改修頻度の異なる診療機能と病棟機能を南北に分棟する構成とし、将来の施設の更新と延伸が容易な計画としている。

18維持管理

☆

□評価項目

06機能性

08利便性

09安全性

10先導性

01審美感

02調和性

03独創性

07効率性

Ａ.感性軸（造形）

Form

Ｂ.機能軸（技術）

Technology

Ｃ.社会軸（環境）

Environment

Ｄ.経済軸（LCC）

Life Cycle Cost

☆

19耐久性

20ＬＣＣ

17ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄ

建物寿命の短い診療棟と切り離して病棟を計画したことで、建物全体としては長寿命化が図れ、総括的にライフサイクルコス

トが抑制できる計画となっている。

主要用途    ：病院 
建築主     ：医療法人立川メディカルセンター 
所在地     ：新潟県長岡市上条町字谷内561-1 
基本設計    ：竹中工務店 
実施設計・監理 ：竹中・長建・ワシヅ設計共同企業体 
施工      ：竹中・福田・中越・渡長建設共同企業体 
敷地面積    ：99,018.80m2 
建築面積    ：10,302.48m2 
延床面積    ：37,796.87m2 
階数      ：地上6階 塔屋１階 
構造      ：鉄骨造（柱RC 梁S）・免震構造  

第１６回環境・設備デザイン賞 
Environmental and Equipment Design Award 2017 

長岡・中越地方の気候風土に呼応する病院建築 

●厳しい冬季の風雪と共生する病院建築 

雁木キャノピー 

雁木ピロティ 

土縁モール 

建物構成（中門造） 
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冬の強風 

中間期の卓越風 

閉じる／守る 

開く／抜ける 

雪が融ける南面 

夏の西日 

遮る／抑える 

溶かす／溜めない 

●半外部的空間の創出：自然エネルギーを利用した快適な病院建築 

株式会社竹中工務店 

照度分布の検証 プログラミング制御されたサーカディアンリズム照明 

雁木キャノピー 

冬季の厳しい卓越風（北西） 
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風速測定点(No.9) 

風圧測定
点 

3F-i1 

1F-i1 

2F-i1 

エントランス付近での平均風圧係数 

キャノピー有りの方がエントランス付近の風
速が大幅に小さくなる事を確認 

風速比(エントランス手
前) 

消雪池 

玄関 

気 候 風 土 に呼応させた 病院建築のカ タチ  

風洞実験にてモール妻面の風圧を測定 風シュミレーション 

２階土縁モール 

風洞実験の測定点配置図 

中門造を参照した配置計画 

ＬＥＤ照明 

風工学的アプローチに依る建築デザイン検証 

雁木キャノピー 

┃地域の伝統建築の特徴を参照した建築計画 

防風壁の空隙率検証 

｜中間期の卓越風を緩やかに取込む 

｜自然採光を柔らかく取込む 

This project involved the relocation of an advanced healthcare hospital in Niigata pre-fecture. 

Its plan allows for future growth and modification, with hospital functions divided into two 

buildings that are aligned along a core axis. The new hospital will serve as a model for 

surrounding regional hospitals. 

県産杉材 


